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秋の妙高山  撮影：小坂庸雄
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　11 月のサロンは 36 名、たいへんな賑わいでした。9 日の勉強会「西洋美術館建築ツアー」でご案内頂いた大
堀さんがゲスト参加、初参加は、西山さんと広瀬さんでした。差し入れは新山さんから生姜ほかの漬物、野
田さん / 浜野さん / 長谷川さんから焼売、お酒は、大堀さんから久保田、西山さんから栃木の門外不出、広瀬
さんから浦川原の越の白鳥、樫野さんから千畳敷。ご馳走さまでした！　　　　　　　　　　    　　事務局

【次回以降のサロン】 毎月第２木曜日開催　◆ 12月12日（木）　◆ R7.1月9日（木）(新年会）
　参加費1,500円（予約不要・途中からのご参加もOKです。）開催時間17:30～19:00
　会場：東京新潟県人会館「ふれあいふるさと館」東京都台東区上野1-13-6　TEL：03-3832-7619

会員数と「ふるさと市場」販売報告

◆ 10月10日(木)湯島にてサロン開催
　今回は季節柄予定合わずの方が多く、出席者が20
名と少なめでしたが、会話もはずんで和やか会になり
ました。田中さんが久々に参加、また鴨井さんが初参
加で、それぞれスピーチ頂きました。

◆ 11月14日(木)湯島にてサロン開催
　故郷髙田を後にして50年を経過しましたが、故郷への思いに変わりはありません。かえって懐かしむ
思いは増しているように思います。「高田の四季」に歌われていますように春夏秋冬を過ごすことがで
きること、他人への思いやりに富んだ風土であること、等々に思いをはせています。
　今後もサロンを楽しみにしています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (舟波信夫  記)

Ｊネットの活動とお知らせ

（１） 会員は 593 名（令和 6 年 11 月 18 日現在）

（２） ふるさと市場」の販売取次状況　令和 6 年 10 月　109 点　480,573 円　※前年同月 145 点 270,552 円

◆ 2025年  Jネットカレンダーをお届けします。
　上越の魅力たっぷりのカレンダーが完成しましたのでお届けします。
　一部500円にて販売もしています。事務局までご連絡ください。
　　　Jネット事務局　TEL：03-5244-5138　Email：k.miyazato@araipt.co.jp

10/10参加のみなさん

　差し入れは、松本さんからよしかわ杜氏の郷/ひや
おろし、祖父江さんから頸城酒造/越路乃紅梅、ご馳
走さまでした！　　　　　　　　　        　(事務局  記)

　　 

11/14参加のみなさん
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◆ 第55回Ｊネット勉強会　国立西洋美術館建築ツアー   ル・コルビュジェの建築
　11月9日（土）小春日和の午後、第55回Ｊネット勉強会を実施しま
した。小坂会長以下12名の方々が参加されました。西洋美術館のボ
ランティアガイドをされ ている大堀隆嗣さん（直江津出身）から約
1時間半、「19世紀ホール」を中心に建物内部や外部の構造、周辺建
物との関係など、ル・コルビュジェの設計意図を実際に体感しなが
ら説明していただきました。参加者には大好評でした。あらためて
感謝申し上げます。
　コルビュジェのこの美術館は、仕切りとなる壁がなく、柱と床板からなる建造物で、自由な空間に松
方コレクションの名品が展示されていました。終了後、近くのレストランで、大堀さんを囲んで懇談会
を行いました。
　2016年、「近代建築運動への顕著な貢献」として世界文化遺産に登録されています。また、2022年
に前庭の復元工事が完成しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     （溝口良二  記)

～参加者より～
　西洋美術館ツアーに飛び入りで参加しました。モネ展を観て感激した直後の建造物ツアー、丁寧かつ
分かりやすい説明をしていただきました。有り難うございました。おかげさまで充実した美術館めぐり
でした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (所沢市在住　I・R)

同窓会・郷友会コーナー

◆  高田高校校友会東京支部「スペシャル校友会サロン」
　「リレフェス2024」が10月5日に東京･国立競技場で開催され、高田
高校校友会東京支部の「スペシャル校友会サロン」として3年連続3回
目の出場を果たしました。
　私は、若手（20〜30歳台）チームの「火打」の一員として、「誰で
もチャレンジリレー」（4×100mリレー）の2組3走を務めました。
　当日は、朝から曇りで、午後からは生憎の雨でした。しかし、私た
ちが走る前にオリンピアンによるリレーがあり、それだけで会場は大
盛り上がり。「火打」も、組の１位こそ叶いませんでしたが、東京支
部全体ではトップのタイムで、選手も応援の皆様も大喜びでした。
　なお、全出場チーム中、東京支部が最多の8チーム出場で、日本陸連
から表彰を受けました。執行部の皆様による、タテ・ヨコの繋がりの
強さを再認識しました。
　最後に、校友会サロンの一環のみならず、本大会の運営にご尽力されている、霜越隼人会員をはじ

め、大会関係者や東京支部の皆様に心から感謝申し上げます。　　　　　　　　　　  （内田  隼  記)

◆  東京牧村会第28回 総会･懇親会を開催
　東京牧村会 (鈴木勉会長) は、10月20日 (日) 上野精
養軒で令和6年総会・懇親会を開催しました。.会員
始め故郷から上越市長代理で牧区総合事務所所長、
牧区･県人会要職者、ふるさと上越ネットワークか
ら祖父江副会長にご臨席頂き、盛会裏に開催されま
した。
　懇親会は恒例の「どぶろく」で乾杯し開宴とな
り、1年ぶりの再会で皆さんに楽しんでいただきま
した。故郷牧区物産販売は今年も好評で、休憩時間
を挟み皆さん買い込んでいました。東京新潟県人会村山副会長のご発声で万歳三唱し、来年の再会を
誓い閉会となりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             （鈴木  勉  記)
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◆「越後の都」上越が国府として全国的に繁栄していたとか！！
石川勝治

　「 紫式部 」(今井源衛著) によれば、寛弘8年 (西暦1011年) 2月1日紫式部が源氏物語を起筆して10年
後、式部42歳の時、父藤原為時 (65歳) が越後守に転任。そして式部は、3年後の長和3年 (1014年) 正月越
後の父に歌を送っている。

　★ 雪積もる年に　そへても頼むかな　君をしらねの松にそへつつ

　長年、上越市に住んでいる者にとって、次から次へと興味が湧いてくる。だが、知識不足の自分に
とっては、空想と妄想だけが先走る。

父に送った歌、式部はどんな心境で送ったのだろうか?

年老いた父 (68歳) が心配だったのだろうか？(式部45歳)

また、為時は雪深い上越の国府で、この歌をどんな心境で読んだろうか。

そして、為時はこの年の夏6月1日、任期半ばて越後守を辞して帰京する。

翌々年の長和5年 (1016年) 為時、三井寺で出家70歳である。(式部47歳) 当時70歳、今でいえば、90歳
過ぎだろう？・・・

帰京してから、越後で3年半近く過ごした風光明媚な士地、時々思い出されていたのだろうか。

ますます、空想と妄想、がどんどん広がってくる。

　上越市立歴史博物館館長の花岡光貴氏は、最近次のような事を力説している。ここは「越後の都」で
あったと今後、上越の未来を担う子供たちに言ってもらいたい。なぜなら平安時代末ころ、直江津湊の
輿隆によって上越の内陸部から直江津へ国府が移転。湊町直江津を包合した越後国府が繁栄した。
　長享3年 (1488年) 室町時代の禅僧で歌人の万里集九 (1428年生) は「越後の山川の草木は、昔の何倍も
光り輝き、日本中が戦乱の声に湧いているのに、越後のみ独り風が吹かない。(中略) 太守もとには一芸
に秀でた人物や文人武人が集い、貴賎なく人々が市場に集っている」と国府の繁栄を記している。
　なるほど、我々は先祖代々受け継がれて、この素晴らしい土地で今、生きているのか」誰もが年齢を
重ねると、自分のルーツが気になるものだ。そう思うと、上越で為時の気分で風光明媚な自然を味わい
ながら、自然と暮らすことに賛沢を感ずる今日この頃である。

会員ひろば

◆  令和6年度   直江津高等学校・直江津中等教育学校同窓会
       関東支部総会･懇親会を開催

　11月16日(土)、アルカディア市ヶ谷私学
会館にて総会を開催しました。上越から木
浦正幸同窓会会長・植木勲学校長ら来賓の
皆様にもお越しいただき、小坂庸雄Jネット
会長にもご出席いただきまして誠にありが
とうございます。総会後の栃木・作新学院
の野球部部長を長年務める岩嶋敬一氏(直高
S56卒)による「高校野球と私」の講演も好
評で、懇親会でも大いに話題になっていま
した。そして有志の音頭で校歌や応援歌を
歌い、楽しいひと時を過ごしました。
　ご参加・ご協力をいただきました皆様に
感謝いたします。　　　　　

　(直江津高校・直江津中等教育学校同窓会関東支部　支部長　髙原  隆  記)
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新刊本のご紹介

◆ 高田瞽
ご ぜ

女杉本キクイ親方へ　お稽古に通った３年間
　高田芸妓 加津子姐さんがこの度上記エッセーを出版されました。（   定価1,200円（税込））
　竜本加津子さんが昭和52年から3年間にわたり、最後の高田瞽女 杉本キクイ親方のもとにお稽古通いし
たことをつづったエッセーです。
　なお11月10日、宇喜世にてこの出版を祝う会 (会長 石田誠夫さん/石田眼科) が開催されました。ご入
り用のかたはＪネット事務局までご連絡下さい。またサロンほか会合時には本書を用意します。

著者　竜元 加津子 ／ 発行人　石田 誠夫／ 発行所　歩くデザイン（〒 943-0155　新潟県上越市四ケ所 176-1）
編集　滝沢 一成 ／ 装　幀　竹内　豊（歩くデザイン）／ 印刷・製本　サクラ印刷株式会社

舞台での加津子さん（左） 出版を祝う会での石田さん,右が加津子さん

昭和54年上越厚生南会館で行わ
れた「瞽女を励ます会」

◆ くじらの学校
佐藤恵二

　先日、上下浜小学校の卒業62周年同級会があり、卒業生60名余の内20名弱が参加した。
　母校はくじらの学校として知られている。明治時代末期、村が運営していた小学校が嵐で壊れ廃校の
危機に陥った際に、たまたま浜に流れ着いたくじらの売上金を、校舎を再建する資金に充てたおかげで
助けられた、という歴史がある。＊注

　私は、これはとても良い話だと思うとともに、そのような決断をした当時の先輩達を誇りに思う。
　私の幼少期の頃は、浜はまだ豊かで地引網に大量の鯛がとれたことを記憶している。しかし、現在、
浜の漁は死んだも同然で、観光用の地引き網すら実行不可能という。こうなった事情は審らかにしない
が、柏崎原発の温排水が原因という人がいる。東電の所得補償もあり、漁業を生業とする人がいなく
なったとの由。
　明治期の先輩たちに比べ、私たちは取り返しのつかない過ちを犯したかもしれない、というほろ苦さ
を感じる。

くじら記念碑
「わたしたちのクジラ学校」

（2012年設置）

＊注

  小説／くじら学校 
  小林甚三／著
  ファストワン／発行
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瀧川鯉橋師匠　高座予定 鯉橋：090-4730-9032　rik_yoh_taki@taupe.plala.or.jp（鯉橋メール）

◇ 1/23( 木 ) 梶原いろは亭「鯉橋ミニ独演会」
時間：午前 11 時～正午
木戸銭：2,000 円（前売 ･ 予約）1,500 円
出演：鯉橋（二席）
会場：いろは亭 ( 北区上中里 3 丁目 1-4)
お問合せ：鯉橋または

　　　　　　「いろは亭」受付担当（070-3318-5397) まで。

◇ 1/26( 日 ) 梶原いろは亭「なかよしおじさんズ」
時間：午后 1 時～ 3 時ごろ
木戸銭：2,500 円　出演：鯉橋、小助六、夢丸
会場：いろは亭 ( 北区上中里 3 丁目 1-4)

◇ 12/1( 日 ) ～ 5( 木 )　上野広小路亭
3 時 15 分ごろの出番、2,500 円
問合せ：03-3833-1789( 広小路亭 )

◇ 12/16( 月 ) 八起寄席 ( 相模大野「焼肉八起」)
午后 7 時開演   木戸銭：1,500 円

◇ 12/21( 土 ) ～ 27( 金 ) 浅草演芸ホール
昼の部、3,000 円　問合せ：03-3841-6545

◇ 12/26( 木 ) 七人の侍 ( お江戸両国亭 )
午后 1 時開演、1,500 円

◇ 1/20( 月 ) グリーンホール八起寄席
時間：午后 2 時～ 4 時　木戸銭：2,000 円 ( 予 ･1,700 円 )
65 才以上 1,500 円 ( 予 ･1,200 円 )
出演：談修、鯉橋、兼好、文菊
会場：グリーンホール相模女子大学 ( 相模大野 )
お問合せ：042-749-2200( グリーンホール )

☆ブログ『～七転び八起の末のホンダラダ～』
https://blog.goo.ne.jp/rikyoh3194

もぜひご覧ください。   鯉橋拝 

◆ ふるさと上越ネットワークのホームページをご覧ください
「たより」を全ページカラーでご覧いただけ、上越市の四季の写真他、掲載は多様です。ぜ

ひとも、「ふるさと上越ネットワーク」を検索し、ご覧ください。スマートフォンからは、右
の二次元バーコードからご覧いただけます

J ネット　ホームページ

◆ Jネット会員は、無料でご覧いただけます。
①  HP右肩「Jネット会員メニュー」をクリック　②「ログインはこちら」をクリックし各社のＨＰへ
③ 下記のメールアドレス・パスワードにてログインしてください。

上越タイムス電子版、上越ケーブルビジョンへのアクセス方法（会員のみ）
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● Ｊネットふるさと市場「取次販売商品一覧」
会員は送料無料でお取り寄せができますので、どうぞご利用ください。

　現行の各社パンフに加えて、取次販売商品一覧（Ａ４版１枚）を同封にてお届けします。

● 上越特産市場 ＪＣＣソフト株式会社運営による、上越農林水産物・特産品のネットショッピングモールです。
「上越特産市場」でネット検索いただき、お申込み下さい。

● 常設店舗「雪國商店」（有楽町駅から約３分）

                                         場　所：有楽町交通会館１階
                                            営.業時間：11：00～19：00
                                            年中無休（年末年始は休業）

「雪國商店」または下記の URL よりご覧ください。
https://yukiguni.shop/

上越産品販売のお知らせ

お問合せ先　JCV 東京情報センター   TEL：03-5218-7730

● 新潟・上越妙高「うまさ直送！雪国マルシェ」
日　時：12月7日(土)・8日(日)・21日(土)・22日(日)

1月25日(土)・26日(日)　2月22日(土)・23日(日)
会場・時間：11：30～17：30　交通会館1Fピロティ
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◆ 『直江津港逍遥』
（上越市市議会議員） 江口修一

　直江津は、日本海の交通の要衝の湊として「直江の津」とも呼ばれていました。そして伝説や物語の
舞台として、あるいは親鸞を迎え謙信を育んだ「国府の地」でもあります。直江津は、海と陸を東と西
をつなぐ要として、昔も今も人や物が行き交い、人の心が交わるまちです。

直江津港は、奈良時代から越後国府の重要な港として栄え、上杉謙信の時代には人口6万人を数える大
都市の港でした。米や塩鮭などを特産品として、京阪神や九州、北海道との交易が盛んでした。明治時
代以降、汽船の利用により日本だけでない世界ともつながる港になり、平成7年より国際物流の拠点で
ある釜山港との定期コンテナ航路で結ばれており、年間のコンテナ貨物量は20万トンにもなります。平
成11年から始まった荒浜ふ頭の埋立工事やLNG火力発電所の建設により、直江津港はエネルギー港湾と
しても成長を続け、今後さらに発展が期待されています。私はその歴史ある港を題名のごとく毎日散歩
し、日々の出船入船の様子をSNSにあげ皆様に見てもらっており、それに気を良くして日課としてます。

また10年ほど前より佐渡の世界遺産を意識するようになり、この実現が我が上越市の発展にもつなが
るのではと思い、令和2年頃より佐渡に通い佐渡の風景を撮りまくりました。そして佐渡汽船ターミナル
にパネルとして毎年飾ってもらっております。来年の3月末には長野市役所の展示サロンで、「佐渡島世
界文化遺産」をお祝いして、佐渡と直江津のPRパネル展を計画してます。

また直江津の夕日の素晴らしさもそれ以来たくさん撮影をして、無印さんやエルマールさんで展示会を
させて頂いております。

これからも上越の魅力と活性化策をいろんな角度からアピールしていきたいと思ってます。
（次頁へつづく）

上越の話題
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● ● ● ● ● ● ● ● ● Jネットからのお知らせとお願い● ● ● ● ● ● ● ● ●

＜お詫び＞
　10月10日号たよりで、「パリ2024オリ・パラ大会観戦記」を寄稿頂いた瀧澤康二さんの紹介文で、国
際体操連盟会長を歴任されています、と記載しましたが、正しくは国際体操連盟副会長でした。訂正し
てお詫び申しあげます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     （小坂庸雄)

＜たより掲載記事へのご感想ありがとうございます＞
たより 10/10 号、佐久間さんの寄稿文「高田市営球場の思い出」を読ませていただきました。75 年も

前の開場直後の様子、またホームラン第１号、のちのプロ野球選手、彫刻家になられた方の話など、た
いへん興味深いものでした。私の場合まだ 45 年前ですが、同球場の改装早々、早朝野球で何度かプレー
したことが懐かしく思い出されます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 妙高市在住 O・T)

◎次号「たより」は令和6年12月25日の発行です。

上越市からのお知らせ

大型ガントリークレーン 直江津海岸の夕日と親子LNG船と火力発電所

上越の話題　江口修一さん『直江津港逍遥』掲載記事の写真

◇ふるさと納税 奮闘中！応援よろしくお願いします！
　11月6日（水）、市が入居している東京のコワーキングスペース「WeWork丸の内北口」
において、ふるさと納税イベント「出張！居酒屋上越」を開催いたしました。
　新米や地酒、うなぎなど当市自慢の返礼品を居酒屋のようにカジュアルに楽しんでもらい
たいと企画したところ、Ｊネット会員様を始め120名を超える多くの方々からご参加いただ
き、「とても美味しい」、「上越市のポテンシャルはやっぱりスゴイ」と言ったお声や、後
日「早速注文した」との情報が寄せられるなど大好評でした。
　市では、ふるさと納税の申込みが集中する12月に向けて、ふるさと納税の特設サイトや
SNSを新たに開設するなど、情報発信により一層力を入れております。さらに年末にかけ
て、市内有名店の冷凍ラーメン、大手食品メーカーのローストビーフなど、新たな返礼品も
ぞくぞくと登場する予定ですので、ぜひ皆様からも応援いただけましたら幸いです。　     

総合政策課ふるさと応援室　 
（TEL：025-520-5625）

左の二次元バーコードからふるさと納税10ポータルサイトの情報をご覧いただけます。
※紙カタログのご用意もあります。
ふるさと応援室（TEL：025-520-5625）までお気軽にお問合せください。

出張！居酒屋上越　交流会 出張！居酒屋上越　集合写真

特設サイト 公式インスタグラム

ふるさと納税


